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⽶中通商協議の不透明感を背景に、株式市場などから外国⼈投
資家の⼤幅な資⾦流出がみられたことや、実需の⽶ドル買い需要
などからルピアは弱含み、対⽶ドル、対円ともに下落しました。17
⽇、BIは⾜元の資本流出や現⾦需要の⾼まりにより、銀⾏間取引
の流動性に引き締まりがみられるとして、資本流出に対応するために
流動性の向上に取り組む姿勢を⽰しました。

100インドネシアルピアの対円レート

［株式市場］ジャカルタ総合指数の推移
（2016年1⽉4⽇〜2019年5⽉17⽇）

［債券市場］インドネシア⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年5⽉17⽇）

［為替市場］インドネシアルピアの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年5⽉17⽇）

［株式市場］

［債券市場］

⽶国の対中関税強化に関する⽶中通商協議に進展が⾒られず、
インドネシア株式市場は週初から⼤幅下落してのスタートとなり、そ
の後も外国⼈投資家の資⾦流出などを背景に上値の重い展開とな
りました。15⽇に発表された4⽉の貿易収⽀が過去最⼤の⾚字幅
となったことも嫌気され、週間で⼤幅な下落となりました。ジャカルタ
総合インデックスは5⽇続落となり、年初来でマイナスのリターンになり
ました。

株式市場が続落となる中で、インドネシア10年国債利回りが8％を
超えると、国内投資家を中⼼に買い意欲がみられ回復する場⾯も
ありました。しかし、⽶中通商協議の不透明感を背景としたリスク回
避の動きが続き、週間では利回りは⼩幅に上昇（価格は下落）し
ました。16⽇、インドネシア中央銀⾏(BI)は政策⾦利を市場の予
想通り6％に据え置きました。
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イーストスプリング・インベストメンツ株式会社
⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商） 第379号／加⼊協会 ⼀般社団法⼈投資信託協会、⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会
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（対象期間：2019/5/13〜2019/5/17）
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出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

［為替市場］

2019/5/10 2019/5/17 変化率
6,209.12 5,826.87 -6.16%

2019/5/10 2019/5/17 変化幅
7.995 8.054 +0.059

2019/5/10 2019/5/17 変化率
0.7645 0.7574 -0.93%
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